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お陰様で、今月２０日で満５周年になります。す

こしこの五年間を振り返ってみたいと思います。

開業は一般には、地元の病院に勤務して、その後

ということが多いものです。しかし小生は日立に長

い間勤務して、突然仙台での開業でした。平成５年

開業時は、患者さんの来ない毎日でした。真冬なの

に、それこそ１０人、２０人の世界でした。４０人

を超えたときにスタッフ一同とお祝いしたことを、

今でも鮮明に思いだされます。受付の加藤君は、唯

一開業以来のスタッフです。“お母さんの不安や心

配の解消”を開業理念に示し、初めの頃は時間も有

り余りお母さん達とはとても長く話したものでし

た。

そのころの時間的余裕と開業理念を患者さんに示

す一つの方法として、平成５年６月から『かわむら

こどもクリニックＮＥＷＳ』を発刊しました。今月

号で５５号にやっとたどり着いた状況です。また仙

台市内は小児科も多く周りに内科小児科の先生も多

いため、従来で同じでは競争していけないという観

点からもこの院内報が産まれたわけです。平成５年

１０月からは、朝日新聞県内版「朝日ウイル」に、

子供の病気や症状の対処法を短く解説した『小児科

ミニ知識』の連載を始め、現在４８回の連載を続け

ています。

その後少しづつ当院の存

在が理解され、次第に患者さ

んが増え始めた平成６年６

月、何とＡ型肝炎で１カ月半も入院することになって

しまいました。診療の方は何とか国立病院小児科の手

助けもあり、ほとんど穴も開けず続けることが出来ま

した。しっかり者の中米君は、小生が入院中から一生

懸命働いていてくれました。院長が入院中の病院で働

くことの不安は、彼女しか分からない事だったでしょ

う。一方入院している小生はと言うと、病初期の苦し

さを乗り越えると、後は静養と開業に対する不安の間

でジレンマの連続でした。入院はもちろん初めてでし

たが、そのことで学んだことは、入院しないで済むに

こした事はないということです。それからは当院の患

者さんでも、なるべく外来でしっかり管理（時には外

来での点滴が４～５日も続くこともあります)し、出

来るだけ入院しないで済むように努力しています。入

院は一度経験すると、二度としたくないと思う私だけ

でしょうか。

また平成６年度から県教育委員会の家庭教育充実事

業（現・家庭教育子育て推進事業）でテレビ部会（平

成８年からはテレビ部長)に属し、テレビでもお会い

できるようになりました。この四年間で、『こんなと

きどうするの？』、『予防接種が変わりました』、

『ぶつぶつのでる病気』、『お熱って　なあに？』、

『あっ　あぶない』、『個性とは？　しつけと

は？』、『子どもの病気　うそほんと？』の七夲を担

当しました。この事業は、テレビだけでなくパンフ

レットや巡回相談など様々な方向で、育児支援を行っ

ています。

開業時から患者さんの声を反映させるため、投書箱

を設置していることは皆さん御存知のことと思いま

す。今回５周年のこともあり、今までの投書をもう一
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度見直してみました。総数は１００通を越え、お褒

めの言葉・お叱りの言葉・病院への提案・お母さん

達の経験等々頂きました。現在通院中のお母さんや

転居したお母さん達のその頃の姿が懐かしく思いだ

され、思わず読みふけってしまいました。読んでい

てお母さん達の感性には本当に感心させられます。

こんなお母さん達の投書、機会があったら紹介しよ

うと思っています。

平成８年１月からはインターネットでホームペー

ジを開設しました。この時期でのホームページの開

設は珍しく、もちろん宮城県の開業医では一番目

で、全国的に見ても小児科では草分け的な存在でし

た。ホームページの記事は院内報と小児科ミニ知識

が中心で、医療相談も行っています。ホームページ

も院内報と同じで、ある意味ではボランティアとし

て行っているわけです。アクセス数は24.000名を超

し、医療相談数は400件を越えています。医療相談は

全国各地から寄せられ、もちろん無料で回答してい

ます。また電子メールでは、かかりつけの患者さん

からの報告や相談も来ています。別な意味でのホー

ムページを開設するメリットは、開業医ながら名前

が売れるということでしょうか。本当は誰かがホー

ムページを見ていて、こんなことをやってる医者が

いるのか、それならばと仕事が回ってくることにな

るのです。ホームページを開設してから、全国誌の

“私の赤ちゃん”、“ひよこクラブ”から執筆の依

頼が来るようになりました。また“すてきな奥さ

ん”、“ＤＯＯＲＳ”、“日経ヘルス”、“ホット

　チャンネル（仙台放送)”でホームページが紹介さ

れました。このようなことがまた次のことを呼ぶの

だと思います。名前が売れるからといって、開業に

直接的なメリットではありません。せいぜい“私の

かかっている先生が本に載っているとかテレビに出

ている“という程度です。院内報やホームページを

ボランティアとして行っている立場からは、そう言っ

た評価（お母さん達からの投書も含めて)は、夫々を

続けていくうえでの大きな自己満足を産んでくれるも

のなのです。今年になっても、つい先日“日経ネット

ナビ”、２月には“インターネット生活ひろがる便利

ガイド”に掲載される予定です。

またスタッフのことでは、このしばらくの間いろい

ろ悩みました。投書で「転勤があるのすか」と言われ

たぐらいです。しかし現在何とかスタッフの数もそろ

い、充実した時期となっています。人というのが最も

難しいのは、育児を含めどんな状況でも同じことで

しょう。やっとスタッフが馴れてきたころです。この

時期を堺にして、もっとよい医療に持っていきたいと

思います。また五周年に当たり、「お母さんクラブ」

開設を準備中です。これで従来の病院には無いよう

な、お母さんとスタッフそして院長の新しい関係を築

いくことにチャレンジしたいと思っています。

反省もあります。たまたま小児科医会とか保険医協

会の理事やオープン病院の幹事を務めていたり、新し

い知識を得るためなるべく勉強会に出席するために、

ほとんど平日の半分は夜は不在になっています。この

ことでお母さん達に御迷惑をおかけしているとは思い

ますが、少し御理解いただければと思います。１～２

月にかけて石名坂の休日当番、在宅の休日当番と続き

ました。こんなときは休みぐらい少しのんびりしたい

思う気持ちも御理解下さい。

何か自慢話になった帰来がありますが、新しい医療

を目指している姿勢をみていただけたらと思います。

長いようで短かった五年間、当院が今こうしていられ

るのもお母さん方始め、スタッフや周りの人々に、い

ろいろなところで支えられているのです。これからも

開業理念に沿って、お母さん達の不安や心配の解消の

ため努力していきたいと思います。今までありがとう

ございました。そしてこれからもよろしくお願いいた

します。
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１月の感染症の集計１月の感染症の集計水痘や流行性耳下腺炎は、減少傾向がみられていま

す。溶連菌感染症はあまり多くないのですが、比較的

多くみられているようです。このグラフ以外の流行と

してはウイルス性の胃腸炎が目立つようになりまし

た。いわゆる吐いて下痢するカゼの仲間です。グラフ

の病気と比べるとかなり多いのですが、見にくくなる

ためブラフには載せていません。全体としては１００

名を超えています。仙台市内のインフルエンザは、１

月末現在まだかなり少ないようです。しかし関東や関

西で流行して、宮城県でも北部を中心にして増加傾向

です。ウイルスは仙台市内でもで同定され、Ａ香港型

が出ています。同定されたということは、今後増えて

くることが予想され、実際に高熱のカゼ（インフルエンザを疑わせるような)も少しづつ増加してきています。

気を付けましょう。

インフルエンザ
インフルエンザが流行しそうなので、一昨年朝日ウイル（朝日新聞県内版）に掲載した説明

を、載せておきます。良く読んでおきましょう。

今回は、冬になると必ず話題になる、インフルエンザのお話をしましょう。

今年の冬の流行はまだですが、診察中時々“インフルエンザではありませんか”と聞かれます。この質問が医者泣か

せだということを、皆さんは御存知でしょうか。

さて、どうやって診断するのでしょうか。もちろん、喉に“インフルエンザ”と書いてあるわけではありません。発

熱などの症状を総合して、診断するのです。ですから、明らかな流行や家族に同じような症状がいれば比較的簡単です

が、今日初めて熱がでただけという場合には、ほとんど確定診断は不可能です。

　インフルエンザの症状は、流行するウイルスの型によって多少異なりますが、年長児や成人では急激な発熱・頭痛・

関節痛・筋肉痛・全身倦怠などで始まり、やや遅れて鼻汁・咳嗽などがでてきます。発熱は３９～４０℃の高熱のことが

多く、２～３日持続しますが、長くても５日以内で熱は下がります。他に嘔吐・腹痛・下痢などの症状が見られることが

あります。しかし乳幼児では、年齢的な違いや訴えが不十分な事もあって、普通のかぜと区別できない場合もよくありま

す。確定診断のためには、ウイルスの分離や抗体の検査がありますが、結果がでるまでに時間がかかるため、役には立ち

ません。園児や学童が診断を受けた場合は、出席停止となり、解熱後２日を経過するまで登校は出来なくなります。

合併症としては、気管支炎・肺炎・中耳炎等があり、咳嗽の悪化や発熱の持続が特徴で

す。数は少ないのですが、痙攣や意識障害がみられる脳症は重症で、注意が必要です。

治療は、普通のウイルスの病気と同じように対症療法となります。予防接種は、定期接

種から外れたため、あまり行われなくなりました。

一般的なかぜと同様、予防のためには手洗いやうがいを励行し、規則正しい生活リズム

を守るように心掛けましょう。

以上が本文ですが、少し補足しておきましょう。今年流行しているのは、Ａ香港型で

す。インフルエンザの確定は難しい部分もあり、診断する医者により変わってしまうこと

があります。インフルエンザと“つけたがる、つけたがらない”によって混乱する場合も

あります。義務教育現場で問題になって、結局全員をインフルエンザ扱いにしたというこ

ともあります。（インフルエンザは出席停止＝欠席扱いしない、カゼは欠席扱い)またイン

フルエンザの場合は解熱後２日間は出席できず、出席には医師の診断が必要になります。

・２月　１日（日)

休日当番（在宅)です。

・２月１４日（土)　

　従業員慰安のため午後休診に

　　なります。御了承下さい。

２月お知らせ
「お母さんクラブ」第１回会合のお知らせ
現在約４０名のお母さんの登録がありました。第１回

の会合を２月２６日（木)の午後を予定しています。詳

しくは後で連絡します。

雑誌掲載の御案内（ホームページが紹介されます)

・『日経ネットナビ』（日経ＢＰ社）発売中
・『インターネット生活ひろがる便利ガイド』
　　（ＰＨＰ研究所）２／２３発刊の予定



読者の広場
先月は２度の大雪と石名坂の休日当番そして在宅の休日当番と今

年は当たり年になりそうです。読者の広場のコーナー９５年の６月

から始まりもう２年半にもなります。様々な投書いつもありがとうございます。数えてみる

と１００通を越えています。病院に投書というのはどんな気持ちかは、受ける側からは分か

りません。しかしこれほどの投書をもらっている病院は、そうそう無いと思います。このよ

うにしてコミュニケーションを、今後ともとれたらと思います。残念ながら、スペースの都

合もあり全て掲載出来ないことは御了承下さい。一面にも書きましたが、機会があれば公表

したいと思います。実際にはプライバシーの問題もあり難しいかも知れません。年賀状や手

紙も展示公開したいと思いますが、何しろ住所や電話番号などもありこれも難しと思います。

この場を借りてお礼をしたいことがあります。１月は例年にない大雪でした。診療開始前に迷惑をかけないように、前

日の夜、当日の朝除雪を心掛けています。駐車場を含めた部分はかなり広いため、除雪に対する労力はかなりのもので、

息子、家内、小生で何とかやっている状態です。さすがに２回目の大雪の時は、前日の夜に１時間、当日の朝に１時間除

雪をしましたが、駐車場までは手が回らない状態でした。その折車で待っていた青葉区の佐藤さん（２人です。康太君と

翼君)、石屋さんのお父さんに除雪の手伝いを頂きました。直接お礼を言えなかったので、この場を借りて感謝したいと

思います。ありがとうございました。

また当院に以前かかっていていて山口県に転居したＫさんから年賀を兼ねてお手紙をいただきました。中米君の出産や

お褒めの言葉、転居先での病院の選ぶ苦労などいろいろ書いてありました。『明けましておめでとうございます。（中

略）引っ越してかかりつけのお医者様をと調べました。ハローページを見、近所の方に聞いて、子供会の方やタクシーの

運転手さんまで。しかしＹ市には小児科が２件しかなくどちらも点滴をしないということでした。後は評判の悪い総合病

院しかなく、しかたなくそちらへ紹介状を渡しました。だめですね。どうしても川村先生と比較してしまうのです。

ショックが大きかったです。引っ越してまもなくで気持ちも不安定だったこともあり、待合室で涙をこらえていたのを覚

えています。（中略）あの頃何１０回先生の夢を見たことでしょう。目覚めて「あーもっと先生話をしたかった」と残念

に思っていたことを覚えています。（中略）毎月いただいていた新聞、今でも医学書代わりに活用させていただいていま

す。感謝。先生それはそれはお忙しいと毎日と思います。お身体を大切にかわむらこどもクリニックに通える仙台に皆さ

まが羨しいです。失礼いたします。』折り返し当院から励ましの手紙とその後の新聞をお送

りしました。『先生、中米さんお返事をいただいてしまいありがとうございました。新聞ま

で…。驚いて感激して言葉にならないほど嬉しいです。ありがとうございました。先生の

おっしゃるように現実を受け止め私なりに前向きに歩いていこうと思います。“どこにいて

もうちの患者”嬉しい先生の優しいお言葉、頑張ります。（中略)お手紙新聞宝物です。あ

りがとうございました。』との返事を頂きました。今後とも離れても、お母さん達との繋が

りを大切にしていきたいと思います。

も一つ初めての点滴を経験した、ＳＡＮＡちゃんのお母さんより健康の大切さを痛感した

という投書を頂いたの紹介します。『先日娘は点滴を４本しました。午前１０時から夕方６時ごろまで、ずっと小さな手

に点滴針をさしたままです。１歳１カ月の娘にとってとてもつらかったと思います。（親の私も、じっとさせていなけれ

ばならないので、とても大変でした。）途中お腹が痛いらしく激しく泣いたので、浣腸をしました。私が娘を押さえつけ

る役（？）をしたのですが、「もうこれ以上やめて！！」といった表情で泣いている娘を見て、なぜか涙がでたんですよ

ね。元気なときはそれが当たりまえと思い、食べないと言っては叱り、いたずらをしては叱り、ちょっとぐずっただけで

も叱っていたばかりいた私。ちょっとぐらい泣き虫でいたずらっ子だっていい、ごはんを残してもいい、今回、病気をし

て痛々しい娘の姿を見て、つくづくそう思いました。やっぱり健康が一番！。今は、とても娘をいとおしく思っていま

す。はやく良くなって、また元気に公園で一緒に遊びたいです。』もちろんこの後ＳＡＮＡちゃんが元気になったのは言

うまでもありません。重い病気にかかるとは、普段誰も思っていません。しかしかかることもあるのです。病気になって

点滴などの治療を受けることは、子供だけでなく親御さんにとっても大変なことです。まして入院となると、これがまた

何日も続いてしまうのです。一日中、場合に

よっては２～３日も点滴を続けることがあり

ます。ただ辛い悲しいと思うでなく、お母さ

んがこのように考えてあげられればＳＡＮＡ

ちゃんは幸せなはずです。この経験をプラス

の方向にもっていってあげてください。

他にも常連のＴさんからも２通頂きまし

た。内容は載せられませんが、いづれ「お母

さんクラブ」ででも検討してみましょう。

もう５年も経ってしまいました。なんらかの進

歩はあったと確信しています。しかし次の５年で

同じような進歩というと、なかなか困難な気がし

ます。この号の新聞、また欲張りすぎて読みにく

くなってしまいました。これも直していかなけれ

ば。五周年記念のテレカ作りました、欲しい人に

抽選で差し上げます。投書箱に名前、住所、電話

番号、テレカ欲しいと書いて入れて下さい。

編集後記


